
知って得する 　　　
　
　

　

　MRI検査では、強い磁石を使います。そのため、体や服に金属があると検査に影響が出たり、危険
が生じることがあります。安全で正確な検査のため、ご協力をお願いします。不安や疑問があれば、ど
うぞお気軽にご相談ください。

病院の か 方か り
MRI検査を受ける前に知っておいてほしいこと！

ペースメーカーや歯科矯正
器具など、体内に金属や
医療器具がある場合は、
事前に検査可能かの確認が
必要です。
この確認には時間がかかる
ことが多いため、検査日より前に
スタッフへお知らせください。

付けないで
ください！

基本理念

基本方針

わたくしたちは公共的使命を自覚し心のこもった最高最良の医療を提供します

1. 患者さんの権利　個人情報を保護し　患者さんの立場に立った医療を行います

2. 十分な説明と同意による信頼関係のもとに　患者さんが満足できる医療を行います

3. 安心かつ安らぎが得られる質の高い医療をめざし　安全管理を徹底します

4. 常に研鑚して最高水準の医療知識・技術を習得し　あわせて温かい心を持つ医療人をめざします

5. 地域における役割を自覚し　地域の医療機関とともにその責務を果たします

6. 合理的かつ効率的な病院経営に努めます

7. 職員が誇りを持ち、安心して働ける職場環境をつくります

標榜診療科一覧

※本紙では撮影用にマスクを外しています。

北九州市立医療センター
〒802-8561　北九州市小倉北区馬借二丁目1番1号
TEL.093-541-1831（代表）　FAX.093-533-8693
外来予約センター　093-533-8640
[月～金　9：00～16：00]紹介状または二次検診初診受付
ホームページ　https://www.kitakyu-cho.jp/center/発行日：2025年1月1日

編集後記 髙島 健広報誌「輪」編集長
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地方独立行政法人 北九州市立病院機構

内 科
肝 臓 内 科
血 液 内 科
感 染 症 内 科
心 療 内 科
精 神 科

呼 吸 器 内 科
消 化 器 内 科
循 環 器 内 科
腫 瘍 内 科
内分泌・糖尿病内科
緩和ケア内科

小 児 科
外 科
消 化 器 外 科
乳 腺 外 科
内 分 泌 外 科
大 腸 外 科

肛 門 外 科
肝 臓 外 科
胆 の う 外 科
膵 臓 外 科
食 道 外 科
胃 腸 外 科

整 形 外 科
形 成 外 科
リハビリテーション科
脳 神 経 外 科
呼 吸 器 外 科
心臓血管外科

小 児 外 科
皮 膚 科
泌 尿 器 科
産 婦 人 科
眼 科
耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
病 理 診 断 科
救 急 科
麻 酔 科
歯 科

　あけましておめでとうございます。今年も輪をよろしく
お願い申し上げます。
　さて、巳年です。巳から連想する言葉といえば、脱皮
ではないでしょうか。その抜け殻は古くから健康運や
金運が上昇する縁起物とされ、財布に入れたり家の中
に飾ったりされています。生きている蛇に出会う機会は
激減しましたが、抜け殻は春から夏にかけて見つけ
やすいと言われていますので、暖かくなったら山歩きを
始めてみようと思います。

ホームページ Facebook Instagram X

北九州市立医療センター 広報誌
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Kitakyushu Municipal Medical Center Communication Paper

ご自由に
お持ち
ください

生きるをささえる

膵がん診断と治療の最前線
ロボット手術が切り拓く未来

がん特集 ◎コメディカル紹介

診療支援部リハビリテーション技術課
～がん患者のリハビリテーションについて～

低侵襲ロボット治療センターメンバーのみなさん

看護管理室と師長の皆さん

アクセサリー

時計

補聴器 ベルト

増毛パウダー

ヒートテックなどの
保温性衣料
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膵
臓
は
、
消
化
酵
素
を
分
泌
し
て
食
べ
物

を
分
解
し
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン

を
分
泌
し
て
血
糖
値
を
調
節
し
た
り
す
る
重

要
な
臓
器
で
す
。
膵
が
ん
は
、
そ
の
膵
臓
の

組
織
に
が
ん
細
胞
が
増
殖
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

発
生
し
ま
す
。

　

膵
が
ん
は
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状

が
な
く
、
早
期
発
見
が
難
し
い
病
気
で
す
。
膵

臓
は
腹
部
の
奥
に
位
置
し
て
お
り
、
が
ん
が
小

さ
い
う
ち
は
周
囲
の
臓
器
に
影
響
を
与
え
に
く

い
た
め
、
症
状
が
現
れ
に
く
い
の
で
す
。
し
か
し
、

が
ん
が
進
行
す
る
と
膵
管
が
狭
窄
し
、
膵
液

の
流
れ
が
悪
く
な
る
こ
と
で
膵
管
拡
張
や
膵

炎
を
引
き
起
こ
し
、
腹
痛
や
背
部
痛
、
腹
部

膨
満
感
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
膵
が
ん

に
よ
っ
て
新
た
に
糖
尿
病
が
発
症
し
た
り
、
既

存
の
糖
尿
病
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
、
早
期
に
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す（
図
１
）。

　

膵
が
ん
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
C
T
ス
キ
ャ
ン

や
M
R
I
を
使
用
し
て
膵
臓
の
腫
瘍
の
位
置

や
大
き
さ
を
確
認
し
、
肝
臓
や
腹
膜
、
肺
へ
の

転
移
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
さ
ら
に
、
超
音
波

内
視
鏡（
E
U
S
）を
用
い
て
胃
や
十
二
指
腸

か
ら
膵
臓
の
エ
コ
ー
を
行
い
、
腫
瘍
の
詳
細
な

観
察
を
行
い
ま
す
。
E
U
S
で
腫
瘍
を
確
認

し
た
後
、
針
を
使
っ
て
腫
瘍
か
ら
組
織
を
採

取
し
、
膵
が
ん
の
確
定
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
腫
瘍
が
非
常
に
小
さ
く
、
E
U
S
で

針
を
刺
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
内
視
鏡

的
逆
行
性
胆
管
膵
管
造
影（
E
R
C
P
）を
実

施
し
、
膵
臓
内
の
膵
管
を
調
べ
ま
す
。
膵
が
ん
に

よ
っ
て
胆
管
が
閉
塞
し
黄
疸
が
発
生
し
て
い
る

場
合
、
E
R
C
P
を
用
い
て
胆
管
に
ス
テ
ン
ト
を

挿
入
し
、
黄
疸
を
解
除
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

E
R
C
P
や
E
U
S
は
高
度
な
専
門
的

技
術
を
必
要
と
す
る
た
め
、
胆
膵
疾
患
を
専

門
と
す
る
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

治
療
方
法
の
選
択
に
は
、
腫
瘍
の
進
行
度

が
非
常
に
重
要
で
す
。
膵
癌
取
り
扱
い
規
約

で
は
、
膵
が
ん
の
進
行
度
を
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
、Ⅱ
、

Ⅲ
、Ⅳ
に
分
け
、
手
術
適
応
の
視
点
か
ら
切
除

可
能
、
切
除
可
能
境
界
、
切
除
不
能
の
3
つ

に
分
類
し
て
い
ま
す
。

●
切
除
可
能
膵
が
ん　
膵
臓
周
囲
の
大
き

な
血
管
に
が
ん
が
そ
れ
ほ
ど
浸
潤
し
て
お
ら

ず
、
手
術
で
完
全
に
が
ん
を
切
除
で
き
る

可
能
性
が
高
い
も
の
を
指
し
ま
す
。

●
切
除
可
能
境
界
膵
が
ん　
大
き
な
血
管
に
が

ん
が
浸
潤
し
て
お
り
、
手
術
だ
け
で
は
が
ん
細

胞
が
残
る
可
能
性
が
高
い
も
の
を
指
し
ま
す
。

●
切
除
不
能
膵
が
ん　
重
要
な
血
管
が
が
ん
に

浸
潤
し
て
手
術
で
切
除
で
き
な
い
場
合
の
局

所
進
行
切
除
不
能
膵
が
ん
と
、
肝
臓
、
腹
膜
、

リ
ン
パ
節
や
肺
に
す
で
に
転
移
し
て
お
り
、
膵

臓
切
除
の
適
応
が
な
い
遠
隔
転
移
に
よ
る
切

除
不
能
膵
が
ん
の
2
つ
の
分
類
が
あ
り
ま
す
。

膵
が
ん
の
進
展
と
症
状

膵
が
ん
の
検
査

膵
が
ん
の
診
断
と
治
療
方
針

がん特集
知っておきたい「がん」のおはなし

図1：膵がんの進展と症状

北九州市立医療センター
外科部長

こ    ぞの しん    ご

小薗 真吾

膵がんが発生
＞主膵管が狭窄する。
＞膵液が流れが悪くなり
　主膵管が拡張してくる。

膵がんが腫瘤を形成
＞主膵管が閉塞し膵液が流れなくなり、膵臓が委縮する。
　インスリンや膵液が出にくくなり、糖尿病の発症や悪化、
　体重減少を起す。

＞胆管が狭窄し、黄疸を起す。

さらに増大
＞周囲の臓器に浸潤する。
　神経に浸潤すると背部痛が起こる。

＞肝臓、腹膜や肺へ転移する。

ほとんど症状がないことが多い。
膵管拡張で発見されることもある。正常膵臓 小さな膵がん

膵がん

進行膵がん

膵管拡張

胆管狭窄

膵萎縮

膵外進展

膵管胆管 膵
が
ん

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
が

切
り
拓
く
未
来

診
断
と
治
療
の〝
最
前
線
〞
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膵
が
ん
の
治
療
に
お
い
て
、
膵
が
ん
の
根
治

（
完
全
に
治
る
こ
と
）の
た
め
に
は
手
術
が
必

須
で
す
が
、
手
術
だ
け
で
は
根
治
を
達
成
す

る
こ
と
が
難
し
い
の
も
事
実
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
切
除
可
能
膵
が
ん
と
診
断
さ
れ

て
も
、
す
ぐ
に
手
術
を
行
う
の
で
は
な
く
、
手

術
前
に
化
学
療
法
を
行
う
こ
と
が
、
膵
が
ん
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
術

前
に
化
学
療
法
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
術
後
の

再
発
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
切
除
可
能
境
界
膵
が
ん
に
お
い
て

は
、
手
術
だ
け
で
は
が
ん
が
残
る
可
能
性
が

高
い
た
め
、
切
除
可
能
膵
が
ん
よ
り
も
強
力

な
化
学
療
法
を
手
術
前
に
行
う
こ
と
が
推
奨

さ
れ
ま
す
。
強
い
化
学
療
法
を
行
う
こ
と
で
、

膵
が
ん
が
縮
小
し
、
重
要
な
血
管
か
ら
腫
瘍

が
外
れ
て
、
手
術
で
が
ん
細
胞
が
残
る
リ
ス
ク

を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

局
所
進
行
切
除
不
能
膵
が
ん
と
遠
隔
転
移

に
よ
る
切
除
不
能
膵
が
ん
は
、
手
術
が
困
難
な

た
め
、
化
学
療
法
が
第
一
選
択
の
治
療
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。
腫
瘍
の
進
行
状
態
に
よ
っ
て
は
、

放
射
線
療
法
や
重
粒
子
線
を
併
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
治
療
が
効
果

を
上
げ
、
腫
瘍
が
縮
小
し
て
根
治
手
術
が
可

能
と
な
る
症
例
も
経
験
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
手
術
の
適
応
外
だ
っ
た
患
者
さ
ん
が
、
が

ん
が
縮
小
し
手
術
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
行
う

手
術
を「
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
手
術
」と
呼
び
ま
す
。

当
院
で
は
、
膵
が
ん
の
専
門
施
設
と
し
て
積
極

的
に
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
手
術
に
取
り
組
み
、
諦
め

な
い
膵
が
ん
治
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

膵
頭
部
に
腫
瘍
が
あ
る
場
合
は
膵
頭
十
二
指

腸
切
除
術
が
、
膵
体
尾
部
に
腫
瘍
が
あ
る
場
合

は
膵
体
尾
部
切
除
術
が
行
わ
れ
ま
す（
図
2
）。

以
前
は
、
30
〜
40
㎝
の
開
腹
に
よ
る
手
術
が一
般

的
で
し
た
が
、
近
年
で
は
腫
瘍
が
血
管
に
浸
潤
し

て
い
な
け
れ
ば
、ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
用
い
て
小
さ
な

切
開
で
手
術
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。ロ
ボ
ッ

ト
手
術
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
小
さ
な
傷
で
済

む
た
め
、
術
後
の
痛
み
が
少
な
く
、
回
復
が
早
い

こ
と
で
す
。
ま
た
、ロ
ボ
ッ
ト
の
最
先
端
技
術
に
よ

り
、
手
術
中
は
非
常
に
明
瞭
な
3
D
映
像
を
使

用
し
て
手
術
を
行
い
、ロ
ボ
ッ
ト
の
鉗
子
に
は
手
ぶ

れ
防
止
機
能
が
備
わ
って
お
り
、
多
関
節
を
活
用

す
る
こ
と
で
精
密
手
術
が
可
能
で
す（
図
3
）。

　

特
に
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
で
は
、
膵
臓
と

腸
管
を
つ
な
ぐ「
吻
合
」処
置
が
必
要
と
な
り
ま

す
。ロ
ボ
ッ
ト
の
特
性
を
生
か
し
た
非
常
に
細
か

い
処
置
が
可
能
と
な
り
、
術
後
の
合
併
症
の
減

少
に
貢
献
し
ま
す
。一
方
で
、ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
は

高
度
な
技
術
と
訓
練
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
院

は
、ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
お

よ
び
膵
体
尾
部
切
除
術
を
保
険
適
応
で
行
う

認
定
を
受
け
て
お
り
、
安
全
か
つ
確
実
な
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
を
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

がん特集

膵がん診断と
治療の最前線知っておきたい「がん」のおはなし

小薗 真吾

P R O F I L E

専門医等 ・日本外科学会専門医・指導医
・日本消化器外科学会専門医・指導医
・日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
・日本肝胆膵外科学会高度技能専門医
・日本内視鏡外科学会技術認定医（膵臓）
・ダヴィンチサージカルシステム術者資格認定
・日本肝胆膵外科学会ロボット支援膵頭十二指腸切除プロクター
・日本肝胆膵外科学会ロボット支援膵体尾部切除プロクター
・臨床研修指導医

学会関係 ・日本外科学会
・日本消化器外科学会
・日本肝胆膵外科学会
・日本内視鏡外科学会
・日本膵臓学会
・日本胆道学会
・日本臨床外科学会
・日本ロボット外科学会

　肝胆膵外科を担当しております小薗真吾です。私は膵がんを専門に診療しており、『あきらめない膵がん治
療』をモットーに、膵がん根治を目指す患者様に最も効果的な外科治療を提供するよう努めています。また、
東京医科大学病院で多くのロボットによる膵がん手術を経験し、ロボット支援膵切除術のプロクター（指導
医）資格も取得しています。体に負担の少ないロボット手術を提供していますので、肝臓・胆のう・膵臓の
手術が必要な方は、ぜひご相談ください。

　

手
術
を
行
っ
た
後
も
、
再
発
を
予
防
す
る

た
め
に
抗
が
ん
剤
を
用
い
た
術
後
補
助
療
法

が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
術
後
補
助
療
法
が
終
了

し
た
後
も
、
外
来
で
定
期
的
に
検
査
を
実
施

し
、
再
発
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

当
院
は
、
日
本
肝
胆
膵
外
科
学
会
よ
り

肝
胆
膵
外
科
の
手
術
を
安
全
に
施
行
で
き
る

肝
胆
膵
外
科
高
度
技
能
専
門
医
を
育
成
す

最
後
に

膵
が
ん
の
術
後

膵
が
ん
の
手
術

る
施
設
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
度

技
能
指
導
医
お
よ
び
専
門
医
が
4
名
在
籍

し
て
お
り
、ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
お
い
て
も
、ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
お
よ
び

膵
体
尾
部
切
除
術
の
プ
ロ
ク
タ
ー（
指
導
者
）

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
全
か

つ
確
実
な
手
術
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
決
し
て
諦
め
な
い
膵
が
ん
治
療
の
提
供
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

膵
が
ん
の
診
断
お
よ
び
治
療
に
関
し
て
、

何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

当
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

図2：膵がんで行われる手術

膵頭十二指腸切除術 膵体尾部切除

脾臓
脾臓

空腸
再建が必要

膵臓

胃

胆嚢

膵頭部のがん 膵体尾部のがん

肝臓 肝臓 肝臓

十二指腸横行結腸

総肝管

胆嚢

図3：ロボット手術の有用性

傷が小さい
痛みが軽い

高画質3D映像➡拡大視効果
多関節鉗子、手振れ防止機能➡繊細かつダイナミズムな手術が可能

拡大された映像で、膵臓と小腸の吻合をていねいに行うことが可能

早期離床が可能
癒着しにくい

ロボット手術開腹手術

残存膵臓

このメモリ一つ分が1mm

主膵管
小腸

ロボットの利点
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診
療
支
援
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
課

が
ん
患
者
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

が
ん
に
な
る
と
、
が
ん
に
よ
る
疼
痛
や
が

ん
悪
液
質
、
食
欲
低
下
、
息
苦
し
さ
、
倦

怠
感
に
よ
り
体
力
の
低
下
や
活
動
量
の
低

下
、
日
常
生
活
能
力
の
低
下
を
き
た
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
手
術
や
薬
物
療
法
、
放
射
線
治

療
を
受
け
る
事
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下

が
生
じ
、
そ
の
結
果
日
常
生
活
に
支
障
を

来
し
、
家
事
や
仕
事
、
学
業
な
ど
社
会
生

活
へ
の
復
帰
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
が
ん
を
患
う
こ
と
に
よ
る
身

体
機
能
の
低
下
を
予
防
、
回
復
、
維
持
す

る
こ
と
を
目
的
に
が
ん
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

が
ん
患
者
を
対
象
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
診
断
さ
れ
た
直
後
か
ら
始
め

る「
予
防
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
治
療

と
並
行
し
て
受
け
る「
回
復
的
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」、
再
発
／
転
移
の
時
期
に
は

「
維
持
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
症
状
緩

和
を
中
心
と
し
た
医
療
が
行
わ
れ
る
と
き

に
は「
緩
和
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
、
が

ん
の
治
療
の
時
期
に
応
じ
て
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
目
的
や
役
割
が
異
な
り

ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
、
実

際
に
患
者
さ
ん
の
状
態
、
状
況
に
応
じ
て
、

筋
力
増
強
、
関
節
可
動
域
改
善
、
呼
吸
・

循
環
機
能
改
善
、
歩
行
・
日
常
生
活
動

作
、
嚥
下
・
発
声
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
が
ん
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
は
一
定
の
研
修
を
受
け

資
格
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
課
で
は
ス

タ
ッ
フ
全
員
が
こ
の
資
格
を
有
し
、
質
の
高

い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
課
と
し
て
今
後
も
地

域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
が
ん
患
者
さ
ん

を
地
域
全
体
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
き
る
環

境
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
紹
介

手術後翌日、2日目のリハビリ

新
年
の
ご
挨
拶

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
と
巳
の
年
」

　

令
和
７
年
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
は

地
方
独
立
行
政
法
人
化
後
７
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

独
法
化
後
、
患
者
さ
ん
第
一
の
視
点
か

ら
入
退
院
セ
ン
タ
ー
や
予
約
シ
ス
テ
ム
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
救
急

部
と
ベ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室
の
立
ち
上
げ
に

よ
り
、
断
ら
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
急
患
受
け
入

れ
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
待
ち
時
間
も

様
々
な
取
り
組
み
で
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
と
し
て
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
、
ゲ
ノ
ム
診

療
、
治
験
推
進
を
含
め
高
度
な
が
ん
診

療
で
県
下
屈
指
の
治
療
成
績
は
勿
論
、

が
ん
患
者
さ
ん
の
た
め
に
国
が
求
め
る
精

神
的
ケ
ア
、
就
労
支
援
、ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ

ア
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
な
ど
、
当
院
の
標
語

「
生
き
る
を
支
え
る
」を
目
標
に
診
療
を

誠
実
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
安
心
し
て
お

任
せ
い
た
だ
け
る
小
児
周
産
期
医
療
を

地
域
に
提
供
し
、
ま
た
質
の
高
い
生
活
習

慣
病
診
療
、
高
度
な
整
形
外
科
鏡
視
下

手
術
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

健
康
で
輝
け
る
年
へ
と

中西 洋一

北九州市立病院機構
理事長

なか   にし       よう    いち

中野 徹

北九州市立医療センター
院長

なか   の       とおる
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ベッドからの起き上がり指導 治療後の発声トレーニング

　

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
太
陽
神
ア

ポ
ロ
ン
の
息
子
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
は
伝
説
の

名
医
で
す
。
彼
は
一
匹
の
蛇
が
巻
き
付
い

た
杖「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」を
持
っ
て
い

ま
す
。
蛇
は
再
生
と
治
癒
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ

れ
、
こ
の
杖
は
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し

て
世
界
保
健
機
構（
W
H
O
）、
世
界
医

師
会
や
、
日
本
医
師
会
の
ロ
ゴ
を
始
め
と

し
て
、
医
療
の
世
界
で
広
く
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
三
千
年
以
上
前
に
古
代
中
国

「
殷
」に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
暦
は
、
十
干

十
二
支
つ
ま
り「
え
と
」と
い
う
形
で
現
代

に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
え
と
は
巳
。

古
来
、
巳
年
は「
復
活
と
再
生
」、「
不
老

長
寿
や
強
い
生
命
力
」に
つ
な
が
る
年
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
洋
に
お
い
て
も
、
東
洋
に
お
い
て
も
、

蛇
は
医
療
や
生
命
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た

と
い
う
こ
と
に
は
、
歴
史
の
必
然
を
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

新
年
に
際
し
、
医
療
セ
ン
タ
ー
も
日
々

の
研
鑽
、
改
善
を
怠
る
こ
と
な
く
、
さ
ら

に
は
、
こ
の
杖
と
え
と
の
力
を
得
て
、
し
っ

か
り
と
市
民
の
命
を
守
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。



〝
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
〞と
は

循環器内科
主任部長

有村 賢一
あり   むら けん  いち

QDoctor Questionドクター
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今年は巳年。あなたが主役！
年男年女の皆さんに今年の抱負を聞きました。

年 男 年 女

放射線技術課

松本 丈太郎
臨床検査技術課

尹 淳美
まつ  もと じょう  た    ろう ゆん すん   み

血液内科

入船 秀俊
いり ふね    ひで   とし

看護部

片島 万里枝
かた  しま ま     り      え

栄養管理課

大山 愛子
おお  やま あい    こ

麻酔科

末永 美祐子
すえ  なが み     ゆ     こ

臨床工学課

泉田 采優光
いずみ だ あ      ゆ     み

医療情報管理室

亀谷 遼平
かめ  たに りょうへい

リハビリテーション技術課

福島 浩史
ふく しま ひろ   し

看護部

清水 美津子
し   みず み     つ     こ

　
11
月
26
日
が「
い
い
風
呂
の
日
」で

あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

入
浴
は
疲
労
回
復
や
肩
こ
り
、
腰
痛

な
ど
を
や
わ
ら
げ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
例
年

11
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
の
寒
い
季

節
、
入
浴
中
に
気
を
失
い
、
浴
槽
の

中
で
溺
れ
る
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省「
人
口
動
態
統
計
」に

よ
る
と
、
令
和
4
年
一
年
間
に
家
や

居
住
施
設
の
浴
槽
で
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
5,
8
2
4
人
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。一
方
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡

者
数
は
2,
1
5
4
人
で
、
家
や
居
住

施
設
の
浴
槽
で
は
交
通
事
故
の
2
倍

以
上
も
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」と
言
わ
れ
る
も

の
で
、
暖
か
い
所
か
ら
寒
い
所
へ
の

移
動
な
ど
で
、「
温
度
の
急
激
な
変

化
で
血
圧
が
大
き
く
上
下
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
る
健
康
被
害
」の

こ
と
で
す
。

　入浴中は汗をかき、脱水になりやすく、血液がドロドロになり、脳梗塞や心筋梗塞を起こす
　リスクが高まります。入浴前後に水分補給をしましょう。

温度差に注意する1

入浴前後にコップ1杯の水を飲む2

・食後や飲酒時は血圧が下がり、入浴することでさらに血圧が下がります。
・食後1時間程度、飲酒後は酔いがさめるまで入浴を控えましょう。

食事前後・飲酒時の入浴を控える3

　お湯に浸かり体が温まると、血管が拡がり血圧が低下します。
　その状態で急に立ち上がると、めまいや失神を起こすことがあ
　るので気を付けましょう。

ゆっくりとお風呂から出る4

するには…

　室内や脱衣所とお風呂の温度差が10℃以上開くと、ヒートショックの
リスクが高まると言われています。温度差を少なくする工夫を紹介します！
●脱衣所にファンヒーター等の暖房器
具を設置し、暖める。

●高い位置からシャワーで湯船に給湯
すると蒸気で浴室全体が暖まる。

●入浴する5分程前から浴槽のフタを
開けておくと湯気が上がり、浴室全
体が暖かくなる。お湯の温度もやや
下がり、温度差が少なくなる。

●湯温は41℃以下に設定すると温度差が10℃以上開く危険が少なくなる。
　また、身体全体を芯から温め、湯冷めしにくい。

予防
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連携病院のご紹介

　
当
院
は
昭
和
47
年
に
開
設
し
、医
療

法
人
慈
恵
会
の
一
員
と
し
て
グ
ル
ー
プ
病

院
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
と
共
に
、

地
域
の
皆
様
が
、い
つ
ま
で
も
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
毎
日
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、病
気
の
予
防
か
ら
治
療
、リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、さ
ら
に
退
院
後
の

在
宅
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ま
で『
医
療
』

と『
介
護
』と『
福
祉
』が
一
体
と
な
っ
た
、

よ
り
価
値
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
全
力
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

　『
地
域
に
根
を
張
り
50
年 

こ
れ
ま
で
も

こ
れ
か
ら
も
頼
れ
る
身
近
な
病
院
へ
』

　
当
院
は
一
般
病
床
・
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
合
わ
せ
て
55
床
の
病
院
で
す
。

　
急
病
の
診
断
、治
療
だ
け
で
な
く
、在

宅
復
帰
に
向
け
た
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
調
整
な
ど
、様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、急
性
期
病
院
で
の
手
術
後
や
、

保
存
療
法
の
患
者
様
に
対
し
て
の
運
動

器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、心
臓
血
管
疾

患
の
再
発
予
防
と
体
力
強
化
を
目
的
と

し
た
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

当
院
に
つ
い
て

地
域
の
方
、患
者
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

北九州市小倉南区沼本町4丁目2-19　TEL：093-471-2881

Cooperation Hospital

慈恵曽根病院
診療科目

医療法人 慈恵会

　父の遺志を継ぎ、微力ながら、地域の支え、一
人一人の病気の予防、放射線科診断専門医と
しての画像診断や様々な疾患の知識を使う事
での、癌の早期発見やトリアージを素早く行え
る事を心がけております。
　又、当院では一人一人に寄り添った、患者様
からの“声”を大事としております。高齢の方々か
ら未満児までファミリークリニックとして外側か
らの診察だけでなく、内なる声を大事としてい
ますので、病院ではなく、気軽に相談出来る医
院として来院されて頂けたら幸いです。

地域の方へ、患者さんへのメッセージ

　前院長（父）が1989年2月1日に開院し、33年
間、地域に寄り添った診療を行ってまいりました。
　2022年11月に前院長の逝去に伴い、後任と
して2022年12月より、私、黑川 絢が院長とし
て就任致しました。小児科外来、大人の慢性疾
患、生活習慣病の指導、癌患者さんへのケアに
加え、現在、近隣の医療機関との連携のもと、画
像診断ＣＴ、ＭＲＩでの診断も行っております。

当院について

福岡県行橋市天生田940-1
TEL：0930-22-1195

内科（放射線科）
小児科

診療科目

院長 医師黑川 絢
くろ  かわ あや

診療時間

月
●
●

火
●
－

水
●
●

木
●
－

金
●
●

土
●
－

日
－
－

9:00～12:30
15:30～18:30
※木・土曜日は9時～13時まで

登録
医のご

紹介

院長 医師市岡 泰子
いち  おか やす    こ

「緩和ケア研修会」を開催しました
I N F O R M A T I O N医療法人 山田医院

内科・外科・整形外科・循環
器内科・消化器内科・リハビ
リテーション科・リウマチ科・
消化器外科・肛門外科・内視
鏡外科・放射線科

　
令
和
6
年
11
月
9
日（
土
）に
第
17
回

緩
和
ケ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、
緩
和
ケ
ア
の
知
識
、
技

術
、
態
度
を
習
得
し
、
診
断
時
か
ら
の
適

切
な
緩
和
ケ
ア
の
提
供
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
医
師
を
中
心
に
、
看
護
師
、

社
会
福
祉
士
が
参
加
し
、
多
職
種
に
よ

る
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
受
講
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
患
者
さ
ん

の
疑
似
体
験
か
ら
患
者
さ
ん
の
気
持
ち

を
理
解
で
き
、
医
療
者
と
し
て
の
声
掛
け

の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
」「
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
話
し
合
っ
た
際
、
多
職

種
の
方
の
い
ろ
ん
な
意
見
を
聞
く
事
が
で

き
て
、
勉
強
に
な
っ
た
」「
今
日
の
学
び
を

今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」な
ど
の
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
で
も

実
践
に
繋
が
る
と
幸
い
で
す
。

　
今
後
も
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や

運
営
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「糖尿病について」
◎内分泌代謝・糖尿病内科　主任部長　足立　雅広

１

「塩分減らして高血圧予防」
◎栄養管理課　髙橋　由衣

2

「病院のかかり方～マイナ保険証の利用について～」
◎経営企画課医事係

3

●時　間　14：00～ 15：30（開場 13：30）
●場　所　総合保健福祉センター（アシスト21） 2階講堂
　　　　　北九州市小倉北区馬借一丁目7番1号

市民公開講座
ホームページは
←こちら

皆さまのご来場を
心より

お待ちしております

診療時間

月

●

●

火

●

●

水

●

●

木

●

●

金

●

●

土

●

－

日

－

－

9:00～12:00

13:00～17:00

市民公開講座 2/2
入場無料
申込不要

（日）

令和7年


